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施工能力

実験データから整理した施工能力を表 に示す。各ダム

における実証試験の結果を分析し、本工法の能力としてま

とめたものである。施工水深の下限は、台船を水上に浮か

べるために必要な喫水として とした。施工能力は、日当

たりの施工時間 時間として、除去した土砂分と水を合わせ

た体積数量で表現している。このうち ～ ％が土砂分で

ある。浚渫土量は、掘削形状の実績値から算出しているが

ばらつきがあった。このばらつきは、堆砂の状況や設備条

件によるものと考えられる。最大粒径は、中継ポンプユニッ

トに内蔵した高濃度撹拌ポンプの仕様によるものである。

表 施工能力まとめ

施工水深 施工能力

㎥ 日

含泥率

％

浚渫土量

㎥ 日

最大粒形

㎜

～ ～ ～

濁度の変化

ダム湖における浚渫作業において、作業時に発生する

水質汚濁による河川環境や発電設備への影響には、十分

な配慮が必要である。従来工法で用いられるポンプ浚渫船

やグラブ浚渫船では、濁度が少なくとも ㎎ ℓ程度以上の

濁水が発生すると言われている。本工法による施工中にお

ける濁度変化の一例を図 に示す。測定は浸漬型の濁度計

をオーガ付吸引機の直上 の位置に設置して行った。施

工前の ㎎ ℓを基準として最大で ㎎ ℓ（ ㎎ ℓ）で

あったことから施工中においても濁度に大きな変化はなく、

ダム湖を濁さずに施工できていることがわかった。オーガ付

吸引機に取り付けた水中カメラ映像では、施工開始 分を

経過した時点でも水中をクリアに映し、湖底の状況をはっき

りと視認出来た。また、取水口近傍での測定も行ったが同

様の結果だった。

図 施工中における濁度の変化

§６． 工法適用範囲の想定 
本工法は、貯水池内に水質汚濁を拡散させないこと、水

深 までの堆砂除去が可能であることという特長を有する

ことから、以下のような場面での適用が考えられる。

・ダムのリニューアル工事で必要な局所的な堆砂除去

・堆砂で埋まった取水設備などの機能改善・回復

・貯水池の濁りが受け入れらない環境での堆砂除去

・施工のための水位制限が困難な環境での堆砂除去

・発電用、農業用等の利水取水を行いながらの堆砂除去

・アオコ発生要因や重金属などが含まれた堆砂を貯水池に

拡散させずに行う堆砂除去

§７． おわりに 
本工法は、真空発生装置による気流搬送と高濃度攪拌ポ

ンプによるスラリー移送を併用したハイブリッドシステムを採

用したことで、高揚程が必要な取水口近傍において連続的

堆砂除去が可能であること。また、掘削した堆砂は、発生し

た濁り水ごと吸引するので、濁水が拡散せず発電等の取水

を止めずに堆砂除去が可能であることが従来工法には見ら

れなかった特長である。これにより、近年、必要性が増して

いるダム堆砂の浚渫作業に新たな選択肢を提供することが

できたと考える。ただし、現状では、含泥率が、堆砂に含ま

れるシルト質や砂質の割合など土質性状に影響されている

ので、土質性状によらず安定的に含泥率を向上させていく

ことが課題ととらえている。本工法が、全国の多くのダム堆

砂問題解決に役立ち、今後、ますます重要性が増す既設

ダムの再生、長寿命化の一助となれば幸いである。
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ひとこと

稲見 悠太

近年の異常気象による

豪雨災害の頻発で、ダムの

治水効果への期待が高ま

っています。しかし、堆砂

により機能が低下している

ダムもあり、堆砂除去の新

しい選択肢として本工法の

開発を進めてきました。今

後、本工法の採用が広がる

ように尽力していきます。

施工前基準濁度： ㎎ ℓ

最大： ㎎ ℓ
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高圧注入試験装置による硬化コンクリートのCO2固定化手法の検討 
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Carbon fixation method of hardened concrete due to carbonation  
by using high-pressure injection chamber 

 

Abstract 
 

  In this study, hardened ordinary concrete is subjected to concentrated CO2 gas under a pressure of 0.5 MPa 
and 1.0 MPa respectively using a high-pressure injection chamber and evaluated for carbonation depth and 
coefficient of carbonation rate for immobilization of CO2 by concrete. In addition, the mass change during the 
process of carbonation of concrete was measured continuously.  

As a result, it was found that the carbonation rate increased with increasing injection pressure of CO2 gas, 
and the compressive strength of the concrete also increased due to carbonation without being influenced by 
high-pressure CO2 injection. Moreover, as for the relationship between carbonation depth and the mass increase 
rate of the concrete specimens, it was found that mass increases linearly with the progress of carbonation and 
an increase in carbonation depth. From this research work, it can be concluded that the measurement of mass 
change rate is an effective method for evaluating the progress of carbonation depth. 
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§１． はじめに 
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§２． 実験概要 

 
2.1 使用材料及びコンクリートの配合 
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2.2 高圧注入試験装置を用いた炭酸化試験 
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2.3 炭酸化試験後の分析方法 
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§３． 試験結果 

 

3.1 炭酸化深さと質量変化率 
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3.2 炭酸化試験後の分析結果 
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§４． 考察 

 

4.1 炭酸化深さと質量増加率との関係 
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4.2 炭酸化速度係数とCO2固定化量 
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§５． まとめ 
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ひとこと 
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